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　キンモクセイの甘い香りがどこからと
もなく漂い、空は高く感じてうろこ雲が
とっても綺麗な秋。先日、キノコを晩ご
飯に１日２００グラム食べるだけのダイ
エット法が紹介されていましたが、秋の
味覚の一つですね。また、サンマ大好き
の我が家では、この時期週に一回はサン
マ定食が食べたくなります。そして秋の
風物詩と言えば、十五夜のお月見。澄ん
だ夜空にまぶしく光るまあるいお月様
は、ずっと眺めていたくなるほどうっと
りします。サークルスタッフの中には、
子供の頃、母親と近所の人たちが集まっ
て一緒に月見団子やおはぎを作っていた
のだそうです。一月に一回必ず訪れる満月で
すが、現代のめまぐるしい世の中、なかなか
のんびり夜空を眺めることのない人も多いの
ではないでしょうか。今年の十五夜は、１０
月３日。そこで今回は、お月見について取り
上げてみたいと思います。

月見は中国が始まり
　十五夜の風習は、中国が始まりとされています。毎

年陰暦八月十五日は「中秋節」と呼ばれ、旧正月をお

祝いする「春節」、五月の「端午の節句」などと並んで中国の伝

統的な年中行事になっているのです。なぜ「中秋節」なのかと

いうと、古い暦法の説明で陰暦八月は秋季（秋季は七、八、九

の三ヵ月）の中間にあり、八月十五日も八月のまん中に当たる

ので、中秋節というのだそうです。このような月をまつる風習が

できたのは、中国で古くから伝わる様々な月に関する神話と伝

説から、古代中国の帝王が秋の季節にお月様を祭る祭事を行

ったことが始まりです。中秋の夜は、月が最も明るく、最も丸く、

月の光も美しい。このまるい月は団らんの象徴とされ、丸い月

餅（中国のお菓子）をお供えして一家団欒、平和、などの願い

が込めるのです。このため、八月十五日を「団らんの節句」、月

餅は「団らん餅」などとも呼ばれています。明の時代には、民間

でお互いに月餅を贈りあって、団らんを祝う風習がありました。

この月餅、現在ではそのつくり方、味など地方によって異なり、

品種も色も千差万別で、それぞれ自分の好みによって選ぶこ

とができます。蘇州の蘇州式月餅は、もろくて薄い皮をいく重

にも重ねた百果（ミックスあん）、小豆あん、椒塩（食塩と粉さん

しょうを甘味のミックスあんにまぜたもの）、新鮮な豚肉あんなど

バラエティーとんだあんが特徴。北京の北京式月餅は、皮にも

あんにも植物油が用いられるのが特徴で、潮州の潮州式月餅

は、皮にもあんにもラード油と砂糖が多いことが特徴。広東の

広東式月餅の特徴は、薄めの皮には油がたっぷり含まれてい

て色が鮮やかで、形が美しく、何と言ってもあんが多くて種類

が多いことです。例えば、椰蓉（やしの果肉をつぶして、こしあ

ん状にしたもの）、蓮蓉（蓮の実をすりつぶしたもの）、五仁（落

花生、スイカのたね、くるみ、ゴマ、杏仁）、蛋黄（卵の黄味）、

焼鶏（焼きトリ）、ハム、木犀の花、なつめなどのあんです。私も

中華街のお店などで月餅を買って食べ

た記憶がありますが、とにかく皮がつや

つやしてしっかり、あんもぎっしりねっと

り詰まっている感じで、とても食べ応え

のあるおまんじゅうでした。そういえば、

中華まんのあんまんでもゴマ団子でも、

油が混ざったようなねっとりしたあんこが

入っています。中国菓子・飲茶の特徴

のようですね。同じまんじゅうとはいえ、

日本のさっぱりとしたあずきあんとの違

いに異国文化を感じるお菓子です。

　このように、中国の中秋節には、月餅の他にも旬の果物（スイ

カ、りんご、ぶどう、なつめ、梨、栗など）や、ゆでたての枝豆や

五香落花生、芋などを山盛りにして供えて月を祭ります。そし

て集まった家族と大きな月餅を切り分けて食べ、団らんを楽し

むのです。また、各地によってそれぞれ異なった風習もありま

す。ある地方では中秋節に木犀の花を賞で、ある地方ではこ

の夜にブランコ遊びをし、甘酒を飲み、蓮根やひしの実を食べ

私の場合、今までお月見という風習は、子供
の頃から家庭行事に含まれておらず体験した
ことがなかったのですが、今回の会報を書い
ていていろいろ興味がわきました。お月見泥
棒なんか、地域のつながりが楽しめていい
し、何と言っても月見団子が食べたくなりま
した！今年はおいしいお団子を用意しよう
と、今からワクワクしています。

ソネット洗剤は決済前にお届けします。
ソネットの洗剤が大変好評ですので、 ご注文月
に（代金決済前）にお送りする、先送りシステム

を採用します。（先送りできない場合もあります。）

連載　ソネット製品モニターの声 Vol2 
ソネット社が行ったモニターの声を毎回少しずつ掲載して、商

品をさらに詳しくご紹介できればと思いますので、どうぞご参考

にしてください。

■330-010      ￥1,188　（CN721)
●ナチュラルウォッシュリキッド　ウール・
シルク用（おしゃれ着用 液体洗剤）1L   
■モニターアンケートから
・泡立ちはふつう、泡切れはよい（ほとんどの結

果）・汚れ落ちは、きれいになった、ふつう　と回

答がほとんど

・ランドリーリンスを使うと顕著に弾力性が増す。（

手で絞ったときにわかる）

・ランドリーリンスを使うと繊維が立っような気がし

ます。・ランドリーリンスを使っても市販のソフランのようにしなや

かにはならない。（シルク服）一市販の柔軟剤とは違います。

・ランドリーリンスを使わないとふつう。→ランドリーリンスはお使

いください。・ウールセーター、シルクスカーフ、シルクドレス、

ポリエステルブラウス、ポリと綿のおしやれ着、ウールTシャツ、

ムートンを洗濯。

・使い心地仕上がりもよく、香りも好き。ふつうの洗濯に使用し

たら、とてもやわらかくしっとりしていた。自然成分が身体や環

境にとってよい。手荒れがなく、洗い上がりが自然。

　・少し高いけれど使い続けたい。

・ボトルが重い、メジャーカップがほしい。→別売のメジャーカッ

プがあります。

■330-011      ￥702　　（CN721)
●ナチュラルランドリーリンス（仕上げ用リンス）1L
■モニターアンケートから

・ウォッシュパウダーとランドリーリンスを使った場合

ウォッシュパウダーのみの場合と仕上がりに差がな

いようだ。ランドリーリンスを使ったほうがふんわりし

た気がする。パウダーにも、リンスにも香りがないこ

とがよかった。

・ウォッシュリキッドとランドリーリンスを使った場合ラ

ンドリーリンスは必要がないのではと思いました。

・ウォッシュリキッド（ウール・シルク用）とランドリーリ

ンスを使った場合ランドリーリンスを使うと顕著に弾

力性が増す。（手で絞ったときにわかる）

ランドリーリンスを使うと繊維が立つような気がしま

す。ランドリーリンスを使っても市販のソフランのようにしなやか

にはならない。（シルク服）ランドリーリンスを使わないとふつう。

→ウール・シルク洗いにはランドリーリンスを使ってください。

■330-012      ￥585　　（CN721)
●ナチュラルブリーチ（漂白剤）450g
■モニターアンケートから

・洗濯用として

　　水使用は、効果はありませんでした。

　　お湯で溶かしてから洗剤といっしょに洗

濯機に入れたらきれいになった。お湯で溶

かさないときれいにならなかった。

湯（50℃くらい）で一晩つけ置き→そこそこ

きれいになった。ピカ〜ンというよりやんわ

りと。沸騰した湯にブリーチを入れて1時間

置いた。さかんに細かい油が出て反応していたが、それが収ま

ってから、取り出し、洗濯機で洗った。一際立って白いという感じ

ではなかったけれど、自然な白さが戻った。きれいになりました。

しょう油、コーヒー、ブルーベリージャムのしみは落ちました。

・台所用として

銅の三角コーナー、ガラスの花瓶、90℃くらいの湯を使って一

晩つけ置きました。一きれいになった。

瀬戸物の茶しぶ、水で−晩つけ置きました。一きれいになった。

お湯を使った方が、反応は早くきれいになるようです。

■330-013      ￥774　　（CN721)
●ナチュラルゴールソープリキッド（しみ抜き液体）
300ml
■モニターアンケートから
・よく泡立ち、泡切れもよかった。

・汚れはよく落ちた。ナイロン製で土汚れがひどい

もの→とってもきれいになった。手あかのついた持

ち手が新品のようだった。（塗って10分置いて、ウ

オッシュパウダーとつけ置き、また30分、パウダー

は入れなくてもきれいになったのかな？）

・ 靴下（綿100％）ゴールソープを塗って10分ほ

どしてから洗濯機で普通に洗った。きれいになっ

た。

・ 液をつけて揉んで、すぐ水で洗うととてもきれいになった。ラベ

ルでは塗って10分置いて洗濯機でとしか書いていないが、シミ

落としは前述のやり方がふつうではないか。→布の種類にもより

ます。・ボールペン、油汚れ、口紅、ファンデーションはよく落ち

ました。油作マジックはほとんど落ちない、水性マジックは薄くな

る程度、筆ペンは薄くなった。

・台所のシンクやまな板を洗ってみました。とてもよく落ちました

が、そのために使うのはもったいないと思いました。

編　集　後　記
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る地方や、灯篭踊りをおどり、山歌をうたう地方もあります。中

秋節は中国の人々が家族の親睦や民族の団結、国家の統一

を祈念する願いの日でもあるのです。またこの風習は、朝鮮に

も伝わり「チュソク（秋夕）」と呼ばれ、ソンピョン（松餅）をお供え

します。チュソク前日と翌日は公休日となり、休暇をとり帰省す

る者も多いそうです。さらに仏教伝来とともに多くの中国文化を

受け継いだ日本では、中秋節にちなみ、穀物の収穫に感謝し

米を粉にして丸めて作った月見団子を供えて月を愛でるお月

見文化が浸透していったのです。

日本のお月見の風習
●十五夜と十三夜●

　十五夜は陰暦8月15日（毎年変わり

ます）。この頃の月を賞＜め＞でる風

習はすでに中国・唐代の記録からあっ

て、中国の「中秋節」の影響で奈良時

代に伝わり、始まったものとされます。

平安時代初期に、貴族達の間で、この

日の月を見ながら宴会をする風習がで

き、この頃の平安貴族らのお月見は、

月を直接見ることをせず、杯や池に映

した月や、船に乗り水面に映った月を

眺めながら和歌や音楽を楽しむ「観月

宴」とか「月の宴」と呼ばれる宴が催さ

れていました。

　この月見は、本来豊作の象徴である

満月に秋の七草やだんご、季節の野

菜などを供えて、満月をまつる神祭り

の日であったと考えらています。民間

に定着するにあたっては、やはりその

基礎となる習俗がありました。これが初

穂祭、つまり秋の収穫祭であるとされま

す。春から手を掛けて育てた作物が秋

には実り、人々に大事な食料をもたらしてくれます。日本人は

この自然の恵みに感謝して、この時期いろいろな祭を行いまし

た。特にこのお月見の時期、里芋がおいしくなります。単に名

月を鑑賞するだけの行事ではなく里芋の初物を祝う収穫祭で

もあり、畑作儀礼だったと考えられています。

里芋はインドを中心とする熱帯アジアが原産地で、日本へは

すでに稲作以前に南方民族の北進と共に伝播されたらしい古

い作物で、奈良時代から栽培されてきました。

　そしてもう一つ、旧暦9月13日の夜の満月は「十三夜」と呼ば

れ、同じようにその美しさを愛でる習慣が日本にはあります。十

五夜が古代中国からの伝来なのに対して、「十三夜」に関して

は日本独特の習慣だといわれており、十三夜の習慣もとても古

いようです。日本では、この両方を鑑賞するものがお月見なの

であり、片方しか行わない「片月見」は良くないとう伝承が各地

に残っています。

　伝統的なお月見（十三夜と十五夜）の飾りとしては、地域に

よっても異なりますが、十五夜はすすきと秋の草花やお団子（

15個）、さつま芋や里芋などの農作物や柿やなしなど季節の果

物を供えます。十三夜には、ススキやお団子（13個）とともに栗

や豆などをお供えします。ですから、十五夜は「芋名月」、十三

お話ができたのでしょう？

このお話の元祖は、中国の昔話にあると言われています。 中

国では、中秋に兎児爺（トルイエ）という昔の役人の格好をし

た泥人形が飾られます。そして、うさぎが薬をつく絵を庭に飾

り、月餅を食べます。ではなぜ、こうした風習ができたのでしょ

うか？その由来は、さらにインドの伝説に由来しているといわ

れ、仏教の説話から生まれた見方のようです。諸説あります

が、１番ポピュラーな話を要約してご紹介します。

 『昔、うさぎと猿と狐が道心（信心する心）を起こしたのを、帝釈

天（タイシャクテン）という神様が試そうとし、老人に化けて供養

を請うと、猿は木の実を、狐は魚を捕ってきましたが、何も捕る

ものがないうさぎは、自ら火の中に飛び込み、自分の身を　食

料として老人に捧げました。この事を哀れんで、帝釈は月にう

さぎの形を移し、人々に知らせたのです。』というお話です。こ

れが中国で薬草をつく月ウサギのルーツではないかと言われ

ています。そして日本に渡って餅をつくようになったのは、「うさ

ぎが老人のために餅つきをしている」とか「うさぎが食べ物に困

らないように」という説もありますが、日本における中秋の名月

が豊穣祝いであることを考えると、たくさんのお米がとれたこと

に感謝する意が込められているように考えられます。

世界各国・月の模様
　月は古来から、人間と深い関わりを持った天体で、

文化や風習とも根深く繋がりを持ち、人々は折りにつ

け夜空の月を見上げてきました。月には「海」呼ばれる暗く平

坦な地形があり、様々なラテンの名が付けられています。和訳

すると「晴れの海」「雨の海」「静かの海」などです。1969年のア

ポロ11号による人類初の月面探査では、「静かの海」が着陸地

点になっています。この海は、黒い色の玄武岩（げんぶがん）

と呼ばれる岩石が暗く見えています。対照的に明るく見える部

分は、斜長岩（しゃちょうがん）という白い岩石で、「月の高地」

と呼ばれています。これらが月の模様になり、世界各国でもそ

の国に伝わる月の伝説などと共に思いも寄らない形として表現

されています。そこで、世界各地の月の模様の捉え方を一部

ご紹介します。

●中国：うさぎが薬草をついている（さすが漢方の国）、ガマ、

天女、一人ぼっちの女の人、桂の木とうさぎ、カニ、ワニ、巨大

なヒキガエル、玉兎（ぎょくと）など。●韓国：うさぎの餅つき●イ

ンドネシア：女の人が編み物をしている●ベトナム：大きな木と

その下で休む男の人の姿●モンゴル：犬、うそをつくと月の犬

は吠える●カンボジア：菩提樹の木の根元に杖を持ったおじい

さんが座っている●ラオス：おばあさんが足で踏む米つきでお

米を挽いている●インド：ワニ、ウサギ●ヨーロッパ：木につな

がれたロバ、キャベツ畑の泥棒、片手だけしかないカニ、かぼ

ちゃを食べる男、（ローマ神話）本を読む人●東ヨーロッパ：人

の横顔●オーストリア：男の人が住んでいて、灯をつけたり消し

たりしている●ベラルーシ：月には死んだ先祖の霊が住んでい

る●アラビア：吠えている（立ち上がる）ライオン●ドイツ・オラン

ダ・デンマーク：悪行の報いとして月に幽閉された男の姿●ア

メリカ：女性の横顔●ネイティブ・アメリカン：ワニ、トカゲ●南部

アメリカ：ワニ、荷を運ぶロバ●カナダ：月に飛びついたカエル

　本当に見方は様々で、その土地の文化や国の象徴、神話な

どから生まれたのだろうなあと想像がふくらみます。闇夜を照ら

夜は「豆名月」または「栗名月」といった別名もあります。鳥取

県のある地域では、十五夜を芋神様のお祭りとして、芋の掘り

始める日としているそうです。ススキを飾る由来は、ススキが稲

穂に似ているためで、稲穂そのものを飾る場合もあります。ま

た、ススキの鋭い切り口が魔除けになるとされ、お月見のあと軒

先に吊るしておく風習もみられます。月見団子の由来は、古く

からの日本の代表的食物で、丁度この頃出る里芋を炊いて供

えたのが原型とされているため、中国の月餅から団子に変わ

ってお供えするようになったようです。ですから、関西の方では

里芋のような紡錘型のだんごであったり、それにあんが巻いて

あったりする月見団子がポピュラー。私は月見団子と言ったら

白くてまん丸のものだと思っていたの

で、地域によって違うのだなあと面白く

感じました。お供えする団子の数は、

一般的に十五夜は１５個、十三夜は１

３個とされていますが、その年に出た

満月の数を供える（平年は12個、閏年

は13個）という説もあります。昔は月の

満ち欠けによって暦が作られ、農作業

も進められていましたから、満月の数

や、新月から何日目の月か（○○夜）

ということは大きな意味があり、それが

団子の数になったのです。

●お月見泥棒！？●

　面白いことに、昔は多くの地方で、こ

のお月見の日だけは、子ども達は人

の畑に植わっている芋を勝手に取っ

て食べても良かったり、縁側にお供え

してあるお団子を黙って取って食べて

もいいという「お月見泥棒」という風習

がありました。ただし幾らでも取ってい

いという訳ではなく、畑の芋なら道から

片足踏み込んだ所まで、団子なら一

人一個といったようなルールもあったようです。子ども達は、箸

か長い棒一本を持って家人に気づかれないように庭先や玄関

先に置いてある団子をいただく、見つからないようにとスリルを

楽しむ日だったのです。また、盗まれた方の家では「お月様が

食べてくださった」と子供たちが今年も元気な印だと、喜んだよ

うです。幼児の死亡率の高かった昔の時代には、子供たちは

お月様の世界（向こうの世界）に半分暮らしているという考え方

もあったのだそうです。また、「団子は多く盗まれた方が縁起が

よい」、「供物の団子を盗んで食べると健康でいられる」などとも

言われていました。しかし、教育上よくないという見解から、廃

止になったところがほとんどだそうです。この祭事の行為の基

になっている気持ちを教えようとせず、行為自体だけを問題視

して教育上良くないと廃止してしまう不安の教育こそ、問題の

ような気がしますが。最近では、お月見泥棒が変化して、子ど

もたちがお菓子をもらいに回るような、まるで和製ハロウィンと

いった行事を行っている地域もあるようです。

月ウサギのルーツ
　日本では古くから、「月にはうさぎがいて餅つきをし

ている」といわれています。では、なぜ「月のうさぎの餅つき」の

す美しい月は、世界中で愛されている自然の一つですね。ま

た、満月に出産が多いなどの生体とのメカニズムの関係や、陰

陽思想などの考え方からなのでしょうか、月は女性を象徴して

いるという考え方があるので、世界中で共通して「女性の横顔」

という見方もありました。

　今年の十五夜は１０月３日（土）、十三夜は１０月３
０日（金）です。実は、この日の月は必ずしも満月とは
限りません。むしろ満月であることの方が少なく、これ
は月と地球の公転軌道の関係で、新月から満月までの日
数が15日とは限らないために起こります。今年は、中秋
の名月（十五夜）より1日遅れて10月4日が満月です。み
なさんの中にも、おいしいお月見団子を用意して、お月
見を心待ちにしている人もいることでしょう。家族で月
を眺め、いろいろな月の模様を想像してみたり、忙しい
日常にはなかなか話せない心の内を語り合ってみたり、
そんなひとときを過ごすのもすてきですね。晴れること
を願って、秋の夜長をお楽しみくださいね。

携帯電話で見ることのが出来る商
品カタログができあがりました。

携帯電話WEBで
http://www.wic.gr.jp/goods/
へアクセスしてください。
　会員の方からご要望のあった、携帯電話

で見ることの出来る、モバイルウエブカタロ

グができあがりました。スタッフの素人並み

の技術で、一生懸命作りました。各種携帯電話でテストしまし

たが、もし不具合やご要望がありましたら、ぜひご一報くださ

い。最新の情報が更新されていますので、取扱中止商品など

の確認にもお使いください。

現在はカテゴリー別にて表示できるようにしています。
①トップページからカテゴリー別をクリックすると、カテゴリー一

覧が表示されます。

②各カテゴリーをクリックすると、サブインデックスに移動し、登

録数の多いものは10件以内に分割したメニューが有ります。

　ご注文はそこに表示されている商品コードと商品名の情報を

コピーして、メールに貼り付けてサークルまでご注文ください。

ご注文はもちろん郵送やファックスでも結構です。

メールアドレスは　pal@wic.gr.jp  です。

---------------------------------------------------

メールでのご注文の際は

（表題）

会員番号/氏名/電話番号を必ず表題にご記入ください。

表示例（メールに貼り付ける商品情報はこの部分です。）

（商品コード）330-001

(会員価格)¥ 1,620

(一般価格)¥ 1,800

ナチュラルウオッシュパウダー（洗濯用）1.2kg

注文数　1　（最後に注文数を必ずご記入ください。）

※PCからはオーダーページで直接ご注文ができます。


